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１．会社紹介
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Environment（環境）

Protect（保護）

Professional（専門家）

社名の由来
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1950 佐野マルカ商店創業

1992 貿易事業開始

2007 エコネコルへ商号変更

2010 エコネコル･ホールディングス設立

2010 エンビプロ･ホールディングスに商号変更

2018 東証1部上場

（純粋持ち株会社）

Company History

～ エンビプロ･ホールディングス沿革 ～

2013 東証２部上場

（スクラップ事業）

既に70年間資源循環に取組

みこれからも社会の資源循環イ
ンフラの一翼を担っていきます

2004 企業理念制定

2022 プライム市場を選択

1997 本社工場に大型シュレッダー導入
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【ミッション】2018年6月15日制定

「エンビプロ・ホールディングスが現在世の中に存在する意義であり、
一定の時間軸での目的・志（2050年までの30年間）」

「持続可能社会実現の一翼を担う」

【企業理念】2004年3月20日制定（えにし屋主宰 清水義晴氏監修）

「エンビプロ・ホールディングスが最も大切にする価値観でありDNA
（時間軸無し）」

【最善観】（組織の座右銘)

「自分の身に起こることは すべて必然であるとともに 最善のこと
であるから 一切これを拒まず 素直にその全てを受入れ そこに
隠されている 神の意志を読みとらねばならない」(森信三先生の言葉）

※森信三（もりのぶぞう）1896年9月23日〜1992年11月21日 日本の哲学者、教育者

1989年から社員全員
に配付して活用
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会社概要

本 社 静岡県富士宮市田中町87番地の1

代 表 者 代表取締役社長 佐野富和

設 立 2010年５月

グループ会社 連結子会社14社(孫会社含む)、持分法適用関連会社２社

従 業 員 数 単体47名(連結472名) ※2021年６月末現在
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事業全体像（事業セグメント）
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活動拠点（国内）

..
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活動拠点（海外）
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資源循環事業

廃棄物や資源物のリユース・リサイクル・リマニュファクチャリングを進めることで、
限られた資源の有効活用と廃棄物の削減に取り組むとともに、廃棄物から再生原材料を
製造し、新たな価値を世の中に提供しています。
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グローバルトレーディング事業

金属、プラスチックスクラップ、バイオマス燃料等の多様な資源と、高品質な中古自動
車、重機、トラック等の多様なリユース商材を扱う。全世界で発生する商材を「より必
要とされるところへ」流通を行います。

製鉄原料・非鉄金属・木質ペレット等

中古自動車・トラック・重機等
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リチウムイオン電池リサイクル事業

急拡大する二次電池市場に対し、グループの経営資源を集中的に投入して、使用済み二
次電池等からのレアメタル（ニッケル・コバルト等）回収事業を本格化しています。

電極板リサイクルライン

BM製造ライン

負極板

正極板
電極板リサイクルライン

銅 カーボン

活物質 アルミ

選別・
解体

破砕・選別 加熱処理 破砕・分級

BM製造ライン

銅リッチな金銀滓

BM（ブラックマス）
LIB

※LIB：リチウムイオン二次電池
※活物質：電池の電極材料で電気を起こす反応に関与する物質、活物質にはコバルト、ニッケル等が含有されている
※BM ：ブラックマス（カーボンが含有されているコバルト、ニッケル濃縮滓） 12
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障がい福祉サービス事業（その他）

障がいのある方の就業や地域生活などにおける自立支援を社内に専門家を配置してサ
ポートするとともに、労働力減少が進む社会の課題解決に貢献します。

障がいのある方が活躍できる機会を創出

13



Copyright 2022 Envipro Holdings Inc All Rights Reserved

環境経営コンサルティング事業（その他）

環境分野のプロフェッショナルとして企業の持続可能経営を支援。企業の事業戦略に連
動した実務的なコンサルティングとソリューションで、クライアントの環境経営を促進
します。

カーボンニュートラル戦略、ＧＨＧ削減などのカーボンニュートラルと
資源循環スキーム構築等のサーキュラーエコノミーコンサルティングの

環境専門のコンサルティングファーム

脱炭素化の推進と気候変動対応 サーキュラーエコノミーの推進
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２．ゼロカーボンを踏まえた当社グループの戦略

（１）背景①,②

（２）カーボンニュートラルへの直接的アプローチ

（３）サーキュラーエコノミーによる事業上のアプローチ
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背景① 大企業（グローバル企業）からの要請

グローバルメーカーを中心に事業活動に伴う脱炭素を進めなければ、
製品が売れなくなる、借入、社債発行、増資等による資金調達ができない恐れが顕在化

ティア２，３やその取引会社にも同様な要請

2050年カーボンニュートラルに向けた世界的な動き

ティア１に毎年３％づつCO₂排出量の削減要請

16

自社のみならずサプライチェーン全体で取り組む必要性が生まれた
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事業活動に伴うCO₂の捉え方
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メーカーのScope3に位置付けられる「廃棄」

自社は、排出事業者のScope3に位置づけられる

メーカー排出事業者（製造）上流（調達･廃棄） 下流（販売･使用･廃棄）

メーカーは、Scope3まで含めたサプライチェーン全プロセスにおけるGHG排出量削減を目指している

自社のScope１.２の削減＝ メーカーのScope３の削減

サーキュラーサプライチェーン全体のカーボンニュートラル
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企業の調達方針の変革

今までの方針

Quality 品質
Cost コスト
Delivery 納期

これからの方針

Quality 品質
Cost コスト
Delivery 納期
Carbon 脱炭素

既存のQCDに加え、製造・販売する中でい
かに脱炭素できている製品・商品かが

調達の判断材料になっていく
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背景② リサイクル資源（グリーンマテリアル）活用によるCO₂削減

20



Copyright 2022 Envipro Holdings Inc All Rights Reserved

２．ゼロカーボンを踏まえた当社グループの戦略

（１）背景①,②

（２）カーボンニュートラルへの直接的アプローチ

（３）サーキュラーエコノミーによる事業上のアプローチ
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カーボンニュートラル方針

再エネ率は現時点で95%を達成 ➡ CO₂排出量は60％削減の見込み（2021年度）

取組み易いScope２のCO₂排出量を先行して低減

35％
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事業のカーボンニュートラル化の推進

家電リサイクル工場リユースパネル太陽光発電

グループ内（FIT電気）+ トラッキング付非化石証書

第三者所有モデルによる太陽光発電設置

コンサルティング会社によるRE100マネジメント
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2050年 脱炭素社会の実現

低炭素プロセスによる地上資源由来の素材メーカーに変革（QCDC）

24

2018年

2020年

2050年使用電力を再生可能エネルギー100％宣言（RE100加盟）

2050年カーボンニュートラル宣言

RE100宣言の前倒し 2050年迄➡ 2030年迄

CO₂排出削減への具体的取り組み

エンビプログループの事業で使用するCO₂排出量の約65％が電力由来

再エネ率は現時点で95％を達成済み

CO₂排出量は60％削減の見込み（2021年度）

RE100を推進し着実に工場（Scope1,2）のCO₂排出量の削減を実施

低炭素プロセスによる生産 より低炭素な原材料、燃料の供給

Q（品質）C（コスト）D（納期）で一流の製造業に匹敵するレベルになる。
その上でＣ（カーボンニュートラル）の要素を加えた製造プロセスをつくる。

➡

➡
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２．ゼロカーボンを踏まえた当社グループの戦略

（１）背景①,②

（２）カーボンニュートラルへの直接的アプローチ

（３）サーキュラーエコノミーによる事業上のアプローチ
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温室効果ガス排出の全体像：見過ごされている排出に取り組む(CE)

本業の資源循環
（CE：サーキュラーエコノミー）

で対応

前段のRE100等
で対応
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グリーンマテリアルの供給でサプライチェーンの脱炭素化に貢献

グリーンマテリアルの定義

「プラスチック」「鉱物資源」

温室効果ガスの発生がない、
もしくは、発生量が極めて少ない方法で

地上資源（廃棄物）から作られる再生原料、材料等

事業のカーボンニュートラル（CN）によるインフラをベースに
サーキュラーエコノミー（CE）事業の拡大を目指す
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当社におけるグリーンマテリアル供給の具体的な取り組みコンセプト

当社の事業領域におけるグリーンマテリアル需要の急拡大を以下のように整理

①グリーンスクラップ (ゼロカーボンスクラップ)

②電池 to 電池のサーキュラーエコノミー

③廃プラスチックリサイクル手法の多層的な組み合わせによる資源循環の高度化
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国内の鉄スクラップ発生品が重厚長大型から軽薄短小型に変わってきて
おり、薄物くずや付帯不純物の多い下級くずが増加
当社の選別技術を駆使し高品位鉄であるシュレッダー鉄の供給を強化

29

①サプライチェーンへのグリーンマテリアル（グリーンスクラップ）供給
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②電池 to 電池のサーキュラーエコノミー

カーボンニュートラルにおける再生可能エネルギーの普及に伴い、EV車に代表されるように
さまざまな施設・機器が電化し電池需要が急拡大

電池には希少な金属が使用されていることから、廃電池から電池材料へ戻す取り組みを加速
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③ 廃プラスチックリサイクル手法の多層的な組み合わせによる資源循環の高度化

社会課題となっている廃プラスチックの処理、有効活用を多層的に実施

マテリアルリサイクル ユニコーン企業であるTBMと協業

ケミカルリサイクル 大手企業と共同実証中

サーマルリサイクル 既存事業の拡張
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まとめ

32

・脱炭素社会において企業のカーボンニュートラルへの取組が加速

・サプライチェーンを含む全ての事業活動でCO₂削減が求められている

・廃棄物をリサイクルし資源の循環を促進する事は、CO₂削減に大きく寄与

【当社の取組の方向性】

・低炭素プロセスによる地上資源由来の素材メーカーに変革（QCDC）

・2050年カーボンニュートラルを目指し再生可能エネルギーの導入を推進

・技術のイノベーションで鉱物資源･プラスチックのグリーンマテリアル化を促進

「持続可能社会実現の一翼を担う」
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Creating Sustainable Future

〒418-0075 静岡県富士宮市田中町87番地の１
TEL:0544-21-3160 FAX:0544-21-3163
https://www.envipro.jp/

ご清聴ありがとうございました。
脱炭素に向け共に取り組んでまいりましょう。
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https://www.envipro.jp/

